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3 ぅ 知 ら せ
公 プ ラ ネ タ リ ウ ム
「 南 の 星 々 を た ず ね て 」
昭 和 61 年 12 月 16 日 ～ 昭 和 62 年 3 月 8 日
冬 の 品 を 見 て い た 兄 弟 の 所 へ 不 思 議 な 老 人 ‘ ‘ 南
極 老 人 ” が 現 れ 、 兄 妹 を 南 半 球 の オ ー ス ト ラ リ ア
へ 連 れ て 行 き 、 オ ー ス ト ラ リ ア の 自 然 の 様 子 を 紹
介 し た り 、 そ こ で 日 本 か ら は 見 え な い 南 十 字 星 や
大 小 マ ゼ ラ ン 星 雲 な ど の 南 の 星 を 紹 介 す る 。
& 科 学 教 室
「 石 を み が く 」 1 月 25 日 （日） 当 館
小 4 以 上 一 般 / 切 ］ 月 17 日 定 員 15 名
ふ だ ん み か け て い る 石 を み が い て 、 タ イ ピ ン や ペ
ン ダ ン ト を 作 る 。
r雷 の 教 室 」 2 月 8 日 (8 ) 当 館
小 4 以 上  一 般 / 切 2 月 3 日 定 員 30 名
積 雪 の 観 察 、 雷 の 結 品 の 観 察 、 か ま く ら の 中 の 1本
験 、 ソ リ の す べ り の 実 験 な ど を 行 う 。
「 化 石 標 本 の つ く り 方 J 3 月 1 5 日（日） 当 館
小 4 以 上 一  般 / 切 3 月 7 日 定 員 15 名
岩 石 か  ら 化 石 を と り 出 し 、 標 本 に す る ま で の 方 法
を 学 ぷ 。
「 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 教 室 」
3 月 28 日( ±)- 3 月 29 日（日） 当 館
小 5 以 上  一 般 / 切 3 月 18 日 定 貝 20 名
電 気 工 作 を し て 、 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 回 路 の 基 礎 を
学 ぶ 。
心
俎 デ 天 文 台 公 開 観 測 会 3 / 10~ 3  / 1 4  
天 文 台 （ 呉 羽 Li l) に て 晴 れ た 日 に 行 う 。
時 間 は 19 :00-21 :oo 申 込 み 不 要
｀ バ ‘ ノ コ ン 教 室
「 か ん た ん な 機 械 制 御 」
2 月 1413 ( ±)~ 1 5 日（日） 当 館
一 般 成 人 / 切 2 月 4 日 定 員 10 名
IO イ ン タ ー フ ェ ー ス の 使 い 方 を 学 ぷ 。
命 生 活 文 化 教 室
「 七 宝 焼 教 室 」
3 月 3 日 伏 ） - 4 日 (?j() 当 館
一 般 成 人 P" 切 2 月 23 日 定 員 20 名
七 宝 焼 の 基 礎 技 法 を 学 ぴ 、 実 践 す る 。
教 室 に 参 加 ご 希 望 の 方 は 、 各 締 切 日 ま で に 往 復
ハ ガ キ に 住 所 、 氏 名 、 年 令 、 電 話 番  号 、 教 室 名 を
ご 記 入 の 上 、 〒 93 富 山 市 西 中 野 町 3 - I  -1 9  
富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー ま で お 申 し 込 み 下 さ い 。
定 員 を 超 え た 場 合 は 抽 選 さ せ て い た だ き ま す 。
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!  ;;- ~ ← ―.   -｀｀ .., -.... や器畠南 極 で は 冷 却 さ れ た 接 地 大 気 が 重 力 の 作 用 で 斜 湘 画
面 を 吹 き 降 り る 強 い 卓 越 風 （ 斜 面 下 降 風 ） が あ る 。r ~ :;; 
圧 ツ 三 :  
一 巨 大 ア ン モ ナ イ ト が 登 場 し ま す よ ～ ． ／ ー と 合 わ せ て 計 3 つ の ア ン モ ナ イ ト が 並 ぶ こ と に | 涙i  今 年 の 夏 、 科 学 文 化 セ ン タ ー に 運 ば れ て き た な り ま す 。 >+: 
北 海 道 夕 張 産 の ア ン モ ナ イ ト は 約 9 千 万 年 前 の - - .  ←  ~ - i  叫
恐 竜 時 代 の 海 の 生 き も の で 、 タ コ や イ カ に 近 い
仲 間 で す 。 大 き さ が 直 径 約 l. lm 、 太 さ が 最 大I:; 勺:: ：゜ ; ~ d で ま わ り に つ い て い る 岩 石 を ハ ン マ ー と タ ガ ネ
で 蕗 と し た 後 、 し っ か り と 接 牙 j し て 展 示 す る 予 儡 髯 s,.,,:: 如- - "  - .  ._;-., 
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